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選 抜 区 分 出 願 期 間 選 抜 日 合 格 者 発 表 日 

推 薦 選 抜 
５月１７日（水）～ 
 ５月１９日（金） 

６月３日（土） ６月８日（木） 

学力選抜 

前期 
５月１７日（水）～ 
 ５月１９日（金） 

６月３日（土） ６月８日（木） 

後期 
１０月２３日(月)～ 
 １０月２５日（水） 

１１月１１日（土） １１月１６日（木） 

社会人特別選抜 
１０月２３日(月)～ 
 １０月２５日（水） 

１１月１１日（土） １１月１６日（木） 

入 学 手 続 令和６年３月１５日（金）案内は合格者へ３月上旬頃郵送 

 

 

        独立行政法人 国立高等専門学校機構 

豊田工業高等専門学校 

入学試験委員会(28.3.14)資料(7) 新型コロナウイルスの状況によって変更の可能性があります。 

変更する場合は，本校ホームページでお知らせします。 
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教 育 目 標 
 
１． ものづくり能力   

社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステムを 

構築できる技術者の養成 

２． 基礎学力  

実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジニ 

アリング基盤の確立 

３． 問題解決能力  

問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者の 

養成 

４． コミュニケーション能力  

科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，および 

国際的に通用するコミュニケーション能力の修得 

５． 技術者倫理  

世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇りを 

持つことのできる技術者の育成 

 

専攻科アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針） 
本校では社会の要請にこたえる実践的技術者を養成するため知識や技能に優れ，思考力や判

断力を有し，優れた表現力で多様な人々と協働できる主体性を持った学生を受け入れるため次

のようなアドミッション・ポリシーを定めます。 

 
[1]求める学生像 

専攻科においては，以下の学生を受け入れます。 

１．自然科学や工学の基礎を身につけており，先端的技術を学ぶ意欲のある人 

２．自主性と創造性を発揮し，さまざまな問題を解決する意欲のある人 

３．国際的コミュニケーション能力の基礎を身につけている人 

 

[2]入学者選抜の基本方針 

 本校の教育理念に基づき，教育目標に沿った人材を育成するために，異なる入試方法と多面

的な評価方法により入学希望者を選抜します。 

 

[学力試験による選抜（前期・後期）] 

 出願資格を有するすべての者を対象とした学力試験による選抜を行います。 

 まず，本校で学習するために必要な能力を有しているかを調査書によって評価します。次に，

一般教育，専門教育を十分理解できる能力を有しているかを判断するために，学力試験によっ

て数学及び専門科目の基礎学力を評価します。英語の能力については，TOEICスコアによって
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評価します。また，明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているかを面接によって評価しま

す。 

 

[推薦による選抜] 

 出願資格を有し，高等専門学校長から推薦されることを前提とします。 

 まず，本校で学習するために必要な能力を有しているかを調査書によって評価します。次に，

明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているかを面接によって評価します。 

 

[社会人特別選抜] 

出願資格を有していることを前提とします。 

 まず，本校で学習するために必要な能力を有しているかを調査書によって評価します。次に，

論述試験及び面接によって専門に関する基礎学力を評価します。英語の能力については，TOEIC

スコアによって評価します。また，明確な志望動機や入学後の意欲等を有しているかを面接に

よって評価します。 

 

技術者教育プログラム（ＪＡＢＥＥ認定） 
 

   本校専攻科では，ＪＡＢＥＥ（日本技術者教育認定機構）注）によって認定された技術者教育

プログラムを実施しております。専攻科入学生は全員ＪＡＢＥＥ認定技術者教育プログラムの

履修者となります。 

 

専攻名 プログラム名 

電子機械工学専攻 電気・電子システム工学プログラム 

機械工学プログラム 

建設工学専攻 建築学プログラム  

環境都市工学プログラム 

情報科学専攻 情報科学 

 

本校準学士課程卒業時に各プログラムに属している者以外は，専攻科入学後に各プログラムの修

了要件を満たすことができるかどうか審議します。その結果，不足科目，不足単位数がある学生に

対しては，これらを明らかにし，プログラム修了要件を満たすように指導します。その際，プログ

ラム修了要件を満たすために修業年限が延長される場合があります。 

 

注）ＪＡＢＥＥの詳細につきましては，下記のホームページで参照ください。 

https://www.jabee.org/ 
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Ⅰ．専攻名及び入学定員 

専 攻 名 入学定員 
技術者教育プログラム（ＪＡＢＥＥ認定）

プログラム名 

電子機械工学専攻 ８名 
電気・電子システム工学プログラム 

機械工学プログラム 

建 設 工 学 専 攻 ８名 
建築学プログラム 

環境都市工学プログラム 

情 報 科 学 専 攻 ４名 情報科学 

 
Ⅱ．修業年限 
  ２年 

 

Ⅲ．選抜の種類 
  入学者の選抜には， 

・推薦による選抜 

・学力試験による選抜（前期及び後期） 

・社会人特別選抜 

があります。 

 

Ⅳ．選抜基準 
  専攻内に複数の技術者教育プログラム（ＪＡＢＥＥ認定）がある場合（電子機械工学 

専攻，建設工学専攻)は，志望する技術者教育プログラム(ＪＡＢＥＥ認定）により選抜 

します。 

また，上記の他，次の基準により選抜します。 

 

１．推薦による選抜の合否判定は次の２基準により選抜します。 

(1) 面接における評価が基準以上であること。 

(2) 調査書における評点を基に点数化し，その点数が基準点以上であること。 

 

２．学力試験による選抜の合否判定は次の４基準により選抜します。 

 (1)面接における評価が基準以上であること。 

(2)調査書における評点を基に点数化し，その点数が基準点以上であること。 

(3)数学及び専門科目の合計点が基準点以上であること。 

 (4)数学，英語（TOEICスコアから換算する。注））と専門科目の合計点の上位から順次 

合格とする。 
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３．社会人特別選抜合否判定は次の３基準により選抜します。 

 (1) 面接における評価が基準以上であること。 

(2) 調査書における評点を基に点数化し，その点数が基準点以上であること。 

(3) 論述試験と英語（TOEICスコアから換算する。注））の合計点が基準点以上である 

  こと。 

 

   注）令和３年４月１日以降に受験したTOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）のスコアを 

次の換算式により100点満点に換算し，英語の得点とします。なお，換算後の値が0点以 

下になる場合は0点，又100点以上になる場合は100点とします。また，小数点以下は切 

り捨てとします。 

 

(1) TOEIC L&Rのスコアが400点未満の換算式 

{(TOEIC L&Rのスコア) – 400 }×
3

10
 ＋ 60 

(2) TOEIC L&Rのスコアが400点以上の換算式 

{(TOEIC L&Rのスコア) – 400 }×
4

33
 ＋ 60 

 

【換算概略値の例】 

 
 

Ⅴ．入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して 

  本校に入学を志願する者で障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望するものは，早め

に学生課教務係に相談してください。 

相談先：豊田工業高等専門学校 学生課教務係 

〒４７１-８５２５ 豊田市栄生町２丁目１番地 

ＴＥＬ（０５６５）３６－５９１２（学生課教務係直通） 
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Ⅵ．推薦による選抜 

１．出願資格 

  令和６年３月に高等専門学校を卒業見込みの者で，学校長が学業成績・人物ともに優れて

いると認め，推薦する者とします。 

 

２．入学願書受付 

  (1) 受付期間  令和５年５月１７日（水）から５月１９日（金）まで  

  (2) 受付時間  ９時～１７時 

郵送の場合も，５月１９日（金）１７時必着とします。 

  (3) 受付場所    豊田工業高等専門学校 学生課教務係 

〒４７１-８５２５ 豊田市栄生町２丁目１番地 

ＴＥＬ（０５６５）３６－５９１２（学生課教務係直通） 

 

３．出願手続 

  志願者は，出願に必要な書類を整え，出願期間中に持参又は郵送してください。 

なお，郵送の場合は，簡易書留・速達郵便とし，封筒の表に『専攻科出願書類在中』と 

朱書してください。 
 

４．出願に必要な書類等 

 

(1)  入 学 願 書  

（様式１） 
本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 

(2) 卒業研究概要等 

（様式１裏面） 
本校所定の用紙（入学願書裏面）に必要事項を記入したもの。 

(3)  推   薦   書注） 

（様式２） 
本校所定の様式に出身学校長が作成したもの。 

(4) 調 査 書注） 

         （様式３） 
本校所定の用紙に出身学校長が作成し，厳封したもの。 

(5) 成 績 証 明 書 出身学校長が作成し，厳封したもの。 

（高等学校から高等専門学校に編入学した者は，出身高等学校

の成績証明書も併せて提出してください。） 

(6) 写 真 票 

（様式５－１） 

出願前３か月以内に撮影した上半身・正面向・無帽・無背景（受

験の際，眼鏡を使用する者は眼鏡をかける）の写真（パスポートサ

イズ）を貼り，必要事項を記入したもの。 

(7)  受 験 票 

（様式５－１） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 
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(8)  検 定 料 １６，５００円 

（ア）本校所定の用紙に記入の上，振込の手続（手数料は振込人負

担）を行い，振込金証明書を出願書類とともに提出してくださ

い。 

※ゆうちょ銀行から振り込む場合は，「振込依頼書（兼振替払

出請求書）（お客さま控）」を提出してください。 

（イ）願書受付後の検定料は返還しません。ただし，以下の場合は

返還請求できます。 

・国費外国人留学生（高等専門学校留学生）が，当該専攻科へ

の入学を許可され，かつ国費外国人留学生として留学期間

の延長が認められた場合 

・検定料を納付したが出願しなかった場合 

・検定料を重複して納付した場合 

※本校では，災害救助法適用地域における災害により検定料免除の

臨時措置の適用を受けられる場合があります。詳細は本校学生課

教務係にお問合せください。 

(9)  受験票返信用封筒 ３４４円（速達）分の切手を貼った長形３号（120×235mm）の封

筒を同封してください。 

ただし，入学願書を持参する場合は不要です。 

(10) 宛 名 票 連絡の際に使用するので，正確に記入してください。 

(11) そ の 他 現に日本国に在住している外国人は，市区町村長が交付する「住

民票の写し」（コピー不可）を提出してください。 

外国人であって日本国の永住許可を得ていない者は「経費支弁

計画書」（様式６）を提出してください。 

注）推薦書（様式２）及び調査書（様式３）については，本校ウェブページ 

（https://www.toyota-ct.ac.jp/），トップページ ＞ 入試情報 ＞ 専攻科生募集案内  
から様式（様式２はワードファイル，様式３はエクセルファイル）をダウンロードし，使

用してください。 

 

※ 個人情報の取扱い 
提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・評価と

いった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選抜の資料として利用するとともに，
次の目的のためにも利用します。（②～⑤については，入学者の情報のみ利用します。） 
① 本校及び国立高等専門学校機構の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究 
② 入学後の教育・指導 
③ 入学料，授業料の免除申請の審査 
④ 奨学金申請の審査 
⑤ 本校教育後援会及び同窓会の事務 
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５．選抜方法 

  入学者の選抜は，在籍学校長からの推薦書と調査書及び面接の結果を総合して行いま

す。 （３ページの選抜基準を参照） 
 

６．面接試験の日時及び場所 

試験日     令和５年６月３日（土） 

 時  間 場    所 

面  接 １０時００分～ 
豊田工業高等専門学校 

豊田市栄生町２丁目１番地 

※ ９時３０分に学生課事務室前に集合してください。 

    なお，午前７時の時点で，「豊田市西部」に暴風警報，大雨特別警報又は暴風特別警報

が発令されている場合は，試験日を翌日の６月４日（日）に変更します（時間の変更は

ありません）。 

 

７．追試験 
新型コロナウイルス等による感染症に罹患し，本試験を受験することができなかった受験

生は，６月１７日（土）に追試験を受験することができます。本試験出願者で該当する場合

に詳細をお知らせします。 
   

８．合格者発表   令和５年６月８日（木）１０時３０分（学生課事務室前） 

  学生課事務室前に掲示後，本校ウェブページに掲載し，全受験者に対して選抜結果通知書

を送付します。 

  なお，電話等による合否の照会には一切応じられません。 
 

９．入学確約書の提出 

  合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和５年６月２２日（木）までに提出してくだ

さい。この期限内に「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。 
 

10．出願及び受験上の注意 

(1) 受理した出願書類及び検定料は返還しません。 

(2) 願書受付後は，志望専攻，その他記載事項の変更は認めません。 

(3) 試験当日は，「受験票」を必ず持参してください。 

(4) 出願書類提出後，住所又は郵便受取先を変更したときは，直ちに本校学生課教務係に 

届け出てください。 

(5) 出願書類に事実と異なる記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すこと 

があります。 

(6) 建設工学専攻（建築学プログラム）に関しては，出身学校等での科目・単位取得状況 

によっては，一級建築士若しくは二級建築士の受験資格を取得できないことがあります。 

 
11．入学手続    令和６年３月１５日（金）必着 

  郵送にて入学関係書類を送付しますので，郵送された（３月上旬頃発送予定）入学関係書

類に必要事項等を記入し，郵送にて学生課教務係へ提出してください。（直接持参可） 
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Ⅶ．学力試験による選抜〔前期〕 

１．出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する者とします。 

①  高等専門学校を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者 

② 高等学校の専攻科の課程を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者のうち学校

教育法第５８条の２の規定により大学に編入学することができる者 

②  短期大学を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者 

③  専修学校の専門課程を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者のうち学校教育

法第１３２条の規定により大学に編入学することができる者 

④  外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者又は令和６年３月修了

見込みの者 

⑥ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

⑦ 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

１４年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者  

⑧ その他，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

(注)  ⑧による場合は，「個別の入学資格審査」を行うので，学生課教務係に問い合わせ

てください。 

 

２．入学願書受付 

  (1) 受付期間  令和５年５月１７日（水）から５月１９日（金）まで  

(2) 受付時間  ９時～１７時     

郵送の場合も，５月１９日（金）１７時必着とします。 

(3) 受付場所    豊田工業高等専門学校 学生課教務係 

〒４７１-８５２５  

豊田市栄生町２丁目１番地 

ＴＥＬ（０５６５）３６－５９１２（学生課教務係直通） 

 

３．出願手続 
志願者は，出願に必要な書類を整え，受付期間中に持参又は郵送してください。 

なお，郵送の場合は，簡易書留・速達郵便とし，封筒の表に『専攻科出願書類在中』と朱

書してください。 

出願手続及び出願に必要な書類等に疑問等のある場合は，事前に学生課教務係に相談し

てください。 
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４．出願に必要な書類等 

 

(1)入 学 願 書 

（様式１） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(2)卒業研究概要等  

（様式１裏面） 
本校所定の用紙（入学願書裏面）に，必要事項を記入したもの。 

(3)調 査 書注） 

（様式３） 
本校所定の用紙に，出身学校長が作成し，厳封したもの。 

(4)成 績 証 明 書 出身学校長が作成し，厳封したもの。 

（高等学校から高等専門学校に編入学した者及び出願資格②～

⑦の者は，出身高等学校等の成績証明書も併せて提出してくださ

い。） 

(5)TOEIC トータルスコ

ア成績申出書 

（様式４） 

TOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）の成績は，令和３年４

月１日以降に受験した試験の公式認定証（写），又はIP テストに

おける個人成績表（写）を添付してください。 

なお，試験当日は公式認定証又はIPテストにおける個人成績表

（原本）を持参してください。 

(6)写 真 票 

（様式５－２） 

出願前３か月以内に撮影した上半身・正面向・無帽・無背景（受験

の際，眼鏡を使用する者は眼鏡をかける）の写真（パスポートサイズ）

を貼り，必要事項を記入したもの。 

(7)受 験 票 

（様式５－２） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(8)検 定 料 １６，５００円 

(ア) 本校所定の用紙に記入の上，振込の手続(手数料は振込人

負担）を行い，振込金証明書を出願書類とともに提出してく

ださい。 

※ゆうちょ銀行から振り込む場合は，「振込依頼書（兼振替払

出請求書）（お客さま控）」を提出してください。 

(イ) 願書受付後の検定料は返還しません。ただし，以下の場合は

返還請求できます。 
・国費外国人留学生（高等専門学校留学生）が，当該専攻科へ

の入学を許可され，かつ国費外国人留学生として留学期間

の延長が認められた場合 

・検定料を納付したが出願しなかった場合 

・検定料を重複して納付した場合 

※本校では，災害救助法適用地域における災害により検定料免除の

臨時措置の適用を受けられる場合があります。詳細は本校学生課

教務係にお問合せください。 



 

- 10 - 

 

(9)受験票返信用封筒 ３４４円（速達）分の切手を貼った長形３号（120×235mm）の封

筒を同封してください。 

ただし，入学願書を持参する場合は不要です。 

(10)宛 名 票 連絡の際に使用するので，正確に記入してください。 

(11)そ  の  他 現に日本国に在住している外国人は，市区町村長の交付する「住

民票の写し」（コピー不可）を提出してください。 

外国人であって日本国の永住許可を得ていない者は「経費支弁計画

書」（様式６）を提出してください。 

注）調査書（様式３）については，本校ウェブページ（https://www.toyota-ct.ac.jp/）， 

トップページ ＞ 入試情報 ＞ 専攻科生募集案内  
から様式（エクセルファイル）をダウンロードし，使用してください。 

 

※ 個人情報の取扱い 
提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・評価と

いった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選抜の資料として利用するとともに，
次の目的のためにも利用します。（②～⑤については，入学者の情報のみ利用します。） 
① 本校及び国立高等専門学校機構の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究 
② 入学後の教育・指導 
③ 入学料，授業料の免除申請の審査 
④ 奨学金申請の審査 
⑤ 本校教育後援会及び同窓会の事務 

 

５．選抜方法 

  入学者の選抜は，学力試験，調査書及び面接の結果を総合して行います。（３ページの選

抜基準を参照） 

 

６．学力試験の試験科目 

 (1) 一般科目 

数学：基礎数学（基本的な関数，順列・組合せ，確率を含む。），微分積分（２変数の

微分積分と微分方程式を含む。），線形代数（１次変換及び行列の対角化を含

む。） 

※ 出願時には，令和３年４月１日以降に受験したTOEIC L&R（公開テスト又は IPテ

スト）の公式認定証（写），又はIPテストにおける個人成績表（写）を提出し，試

験当日は，公式認定証又は IPテストにおける個人成績表（原本）を持参してくだ

さい。 
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 (2)専門科目 

※ 専門科目については，ルート及び四則計算のみの電卓使用を可とし，関数電卓（関数計   

算機能付き電卓）やプログラム可能な電卓等の計算機は不可とします。 

 

７．学力試験等の日時及び場所 

  試験日     令和５年６月３日（土） 

 ※ ９時３０分に学生課事務室前に集合してください。 

  なお，午前７時の時点で，「豊田市西部」に暴風警報，大雨特別警報又は暴風特別警報

が発令されている場合は，試験日を翌日の６月４日（日）に変更します（時間の変更はあ

りません）。 

 

８．追試験 
新型コロナウイルス等による感染症に罹患し，本試験を受験することができなかった受験

生は，６月１７日（土）に追試験を受験することができます。本試験出願者で該当する場合

に詳細をお知らせします。 

 

 

 

９．合格者発表   令和５年６月８日（木）１０時３０分（学生課事務室前） 

  学生課事務室前に掲示後，本校ウェブページに掲載し，全受験者に対して選抜結果通知書

専攻名 プログラム名 出題科目 

電
子
機
械
工
学
専
攻 

電気・電子システム

工学プログラム 

電気磁気学（１００点），電気回路（１００点）  

機械工学プログラム 機械力学（５０点），熱力学（５０点），水力学（５０

点），材料力学（５０点）  

（各科目における基礎領域） 

建
設
工
学
専
攻 

建築学プログラム 建築構造・材料（１００点），建築計画（建築史，建築

環境工学等を含む。）（１００点） 

環境都市工学プログ

ラム 

構造力学（７０点），水理学（７０点），土質力学（６

０点） 

情
報
科
学
専
攻 

情報科学 アルゴリズムとデータ構造（８０点），情報通信工学

（信号解析を含む。）（６０点），コンピュータアーキ

テクチャ（６０点） 

科目等（配点） 時     間 場       所 

数学（１００点） １０：００～１１：３０ 
豊田工業高等専門学校 

豊田市栄生町２丁目１番地 
専門科目（２００点） １２：４０～１４：４０ 

面接 １５：１０～ 
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を送付します。 

  なお，電話等による合否の照会には一切応じられません。 

 

10．入学確約書の提出 

  合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和５年９月２１日（木）１７時までに提出し

てください。この期限内に「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志がないもの

として取り扱います。 

 

11．出願及び受験上の注意 

(1) 受理した出願書類及び検定料は返還しません。 

(2) 願書受付後は，志望専攻，その他記載事項の変更は認めません。 

(3) 試験当日は，「受験票」を必ず持参してください。 

(4) 試験当日は，TOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）の公式認定証又は IPテストに

おける個人成績表（原本）を持参してください。 

(5) 出願書類提出後，住所又は郵便受取先を変更したときは，直ちに本校学生課教務係に 

届け出てください。 

(6) 出願書類に事実と異なる記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すこと 

があります。 

(7) 建設工学専攻（建築学プログラム）に関しては，出身学校等での科目・単位修得状況 

によっては，一級建築士若しくは二級建築士の受験資格を取得できないことがあります。 

(8) 昼食は各自持参してください。 

(9) 試験場に時計は設置されていません。 

 

12．入学手続  令和６年３月１５日（金）必着 

  郵送にて入学関係書類を送付しますので，郵送された（３月上旬頃発送予定）入学関係書

類に必要事項等を記入し，郵送にて学生課教務係へ提出してください。（直接持参可）  
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Ⅷ．学力試験による選抜〔後期〕 

 

１．出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する者とします。 

① 高等専門学校を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者 

② 高等学校の専攻科の課程を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者のうち学校

教育法第５８条の２の規定により大学に編入学することができる者 

③ 短期大学を卒業した者又は令和６年３月卒業見込みの者 

④ 専修学校の専門課程を修了した者又は令和６年３月修了見込みの者のうち学校教育

法第１３２条の規定により大学に編入学することができる者 

⑤ 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者又は令和６年３月修了見

込みの者 

⑥ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより 

該外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

⑦ 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

１４年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者  

⑧ その他，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

(注)  ⑧による場合は，「個別の入学資格審査」を行うので，学生課教務係に問い合わせ

てください。 

 

２．入学願書受付 

(1) 受付期間  令和５年１０月２３日（月）から１０月２５日（水）まで  

(2) 受付時間  ９時～１７時 

郵送の場合も，１０月２５日（水）１７時必着とします。 

(3) 受付場所    豊田工業高等専門学校 学生課教務係 

〒４７１-８５２５ 豊田市栄生町２丁目１番地 

ＴＥＬ（０５６５）３６－５９１２（学生課教務係直通） 

 

３．出願手続 

志願者は，出願に必要な書類を整え，受付期間中に持参又は郵送してください。 

なお，郵送の場合は，簡易書留・速達郵便とし，封筒の表に『専攻科出願書類在中』と朱

書してください。 

出願手続及び出願に必要な書類等に疑問等のある場合は，事前に学生課教務係に相談し

てください。 
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４．出願に必要な書類等 

(1)入 学 願 書 

（様式１） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(2)卒業研究概要等 

（様式１裏面） 
本校所定の用紙（入学願書裏面）に，必要事項を記入したもの。 

(3)調 査 書注） 

（様式３） 
本校所定の用紙に，出身学校長が作成し，厳封したもの。 

(4)成 績 証 明 書 出身学校長が作成し，厳封したもの。 

（高等学校から高等専門学校に編入学した者及び出願資格②～

⑦の者は，出身高等学校等の成績証明書も併せて提出してくださ

い。） 

(5) TOEICトータルスコ

ア成績申出書 

（様式４） 

TOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）の成績は，令和３年４月

１日以降に受験した試験の公式認定証（写），又はIPテストにおけ

る個人成績表（写）を添付してください。 

なお，試験当日は公式認定証又はIPテストにおける個人成績表

（原本）を持参してください。 

(6)写 真 票 

（様式５－３） 

出願前３か月以内に撮影した上半身・正面向・無帽・無背景（受

験の際，眼鏡を使用する者は眼鏡をかける）の写真（パスポートサ

イズ）を貼り，必要事項を記入したもの。 

(7)受 験 票 

（様式５－３） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(8)検 定 料 １６，５００円 

（ア）本校所定の用紙に記入の上，振込の手続（手数料は振込人

負担）を行い，振込金証明書を出願書類とともに提出してく

ださい。 

  ※ゆうちょ銀行から振り込む場合は，「振込依頼書（兼振替

払出請求書）（お客さま控）」を提出してください。 

（イ）願書受付後の検定料は返還しません。ただし，以下の場合は

返還請求できます。 
・国費外国人留学生（高等専門学校留学生）が，当該専攻科へ

の入学を許可され，かつ国費外国人留学生として留学期間の

延長が認められた場合 

・検定料を納付したが出願しなかった場合 

・検定料を重複して納付した場合 

※本校では，災害救助法適用地域における災害により検定料免除の

臨時措置の適用を受けられる場合があります。詳細は本校学生課

教務係にお問合せください。 

(9)受験票返信用封筒  ３４４円（速達）分の切手を貼った長形３号（120×235mm）の封
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筒を同封してください。 

ただし，入学願書を持参する場合は不要です。 

(10)宛  名  票 連絡の際に使用するので，正確に記入してください。 

(11)そ  の  他 現に日本国に在住している外国人は，市区町村長の交付する「住

民票の写し」（コピー不可）を提出してください。 

外国人であって日本国の永住許可を得ていない者は「経費支弁

計画書」（様式６）を提出してください。 

注）調査書（様式３）については，本校ウェブページ（http s://www.toyota-ct.ac.jp/）， 

トップページ ＞ 入試情報 ＞ 専攻科生募集案内  
から様式（エクセルファイル）をダウンロードし，使用してください。 

※ 「学力試験による選抜〔前期〕」に不合格となった者が，「学力試験による選抜〔後期〕」を 

受験する場合，内容に変更がない限り，上記(3)，(4)，（5)，(10)の書類提出は不要です。 

 

 

※ 個人情報の取扱い 

提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・評価と

いった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選抜の資料として利用するとともに，

次の目的のためにも利用します。（②～⑤については，入学者の情報のみ利用します。） 

① 本校及び国立高等専門学校機構の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究 

② 入学後の教育・指導 

③ 入学料，授業料の免除申請の審査 

④ 奨学金申請の審査 

⑤ 本校教育後援会及び同窓会の事務 
 

５．選抜方法 

  入学者の選抜は，学力試験，調査書及び面接の結果を総合して行います。（３ページの選

抜基準を参照） 

 

６．学力試験の試験科目 

 (1) 一般科目 

数学：基礎数学（基本的な関数，順列・組合せ，確率を含む。），微分積分（２変数の

微分積分と微分方程式を含む。），線形代数（１次変換及び行列の対角化を含

む。） 

※ 出願時には，令和３年４月１日以降に受験したTOEIC L&R（公開テスト又は IPテ

スト）の公式認定証（写），又はIPテストにおける個人成績表（写）を提出し，試

験当日は，公式認定証又は IPテストにおける個人成績表（原本）を持参してくだ

さい。 
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 (2)専門科目 
 

専攻名 プログラム名 出題科目 

電
子
機
械
工
学
専
攻 

電気・電子システム工

学プログラム 

電気磁気学（１００点），電気回路（１００点） 

機械工学プログラム 機械力学（５０点），熱力学（５０点），水力学（５０

点），材料力学（５０点） 

（各科目における基礎領域） 

建
設
工
学
専
攻 

建築学プログラム 建築構造・材料（１００点），建築計画（建築史，建

築環境工学等を含む。）（１００点） 

環境都市工学プログ

ラム 

構造力学（７０点），水理学（７０点），土質力学（６

０点） 

情
報
科
学
専
攻 

情報科学 アルゴリズムとデータ構造（８０点），情報通信工学

（信号解析を含む。）（６０点），コンピュータアーキ

テクチャ（６０点） 

※ 専門科目については，ルート及び四則計算のみの電卓使用を可とし，関数電卓（関数計   

算機能付き電卓）やプログラム可能な電卓等の計算機は不可とします。 

 

７．学力試験等の日時及び場所 

  試験日       令和５年１１月１１日（土） 

科目等（配点） 時    間 場      所 

数学（１００点） １０：００～１１：３０ 豊田工業高等専門学校 

豊田市栄生町２丁目１番地 
専門科目（２００点） １２：４０～１４：４０ 

面接 １５：１０～ 

 ※ ９時３０分に学生課事務室前に集合してください。 

  なお，午前７時の時点で，「豊田市西部」に暴風警報，大雨特別警報又は暴風特別警報が発

令されている場合は，試験日を翌日の１１月１２日（日）に変更します（時間の変更はあり

ません）。 

 

８．追試験 

新型コロナウイルス等による感染症に罹患し，本試験を受験することができなかった受験

生は，１１月２５日（土）に追試験を受験することができます。本試験出願者で該当する場

合に詳細をお知らせします。 

 

 

 

９．合格者発表   令和５年１１月１６日（木）１０時３０分（学生課事務室前） 
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  学生課事務室前に掲示後，本校ウェブページに掲載し，全受験者に対して選抜結果通知書

を送付します。 

  なお，電話等による合否の照会には一切応じられません。 

 

10．入学確約書の提出 

  合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和６年１月１０日（水）までに提出してくだ

さい。この期限内に「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。 

 

11．出願及び受験上の注意 

(1) 受理した出願書類及び検定料は返還しません。 

(2) 願書受付後は，志望専攻，その他記載事項の変更は認めません。 

(3) 試験当日は，「受験票」を必ず持参してください。 

(4) 試験当日は，TOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）の公式認定証又は IPテストに

おける個人成績表（原本）を持参してください。 

(5) 出願書類提出後，住所又は郵便受取先を変更したときは，直ちに本校学生課教務係に 

届け出てください。 

(6) 出願書類に事実と異なる記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すこと 

があります。 

(7) 建設工学専攻（建築学プログラム）に関しては，出身学校等での科目・単位修得状況 

によっては，一級建築士若しくは二級建築士の受験資格を取得できないことがあります。 

(8) 昼食は各自持参してください。 

(9) 試験場に時計は設置されていません。 

 

12．入学手続   令和６年３月１５日（金）必着 

  郵送にて入学関係書類を送付しますので，郵送された（３月上旬頃発送予定）入学関係書

類に必要事項等を記入し，郵送にて学生課教務係へ提出してください。（直接持参可）  
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Ⅸ．社会人特別選抜 

 

１．出願資格 

  次の各号のいずれかに該当する者で，出願時に社会人としての経験を１年以上有する者と

します。 

① 高等専門学校を卒業した者 

② 高等学校の専攻科の課程を修了した者のうち学校教育法第５８条の２の規定により

大学に編入学することができる者 

③ 短期大学を卒業した者 

④ 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第１３２条の規定により大学に

編入学することができる者 

⑤ 外国において，学校教育における１４年の課程を修了した者 

⑥ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における１４年の課程を修了した者 

⑦ 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

１４年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者  

⑧ その他，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

(注)  ⑧による場合は，「個別の入学資格審査」を行うので，学生課教務係に問い合わせ

てください。 

 

２．入学願書受付 

  (1) 受付期間  令和５年１０月２３日（月）から１０月２５日（水）まで  

(2) 受付時間  ９時～１７時 

郵送の場合も，１０月２５日（水）１７時必着とします。 

(3) 受付場所  豊田工業高等専門学校 学生課教務係 

〒４７１-８５２５ 豊田市栄生町２丁目１番地 

ＴＥＬ（０５６５）３６－５９１２（学生課教務係直通） 

 

３．出願手続 

志願者は，出願に必要な書類を整え，受付期間中に持参又は郵送すること。 

なお，郵送の場合は，簡易書留・速達郵便とし，封筒の表に『専攻科出願書類在中』と朱

書してください。 

出願手続及び出願に必要な書類等に疑問等のある場合は，事前に学生課教務係に相談し

てください。 
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４．出願に必要な書類等 

 

(1)入 学 願 書  

（様式１） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(2)卒業研究概要等 

（様式１裏面） 
本校所定の用紙（入学願書裏面）に，必要事項を記入したもの。 

(3)調 査 書注） 

（様式３） 
本校所定の用紙に，出身学校長が作成し，厳封したもの。 

(4)成 績 証 明 書 
出身学校長が作成し，厳封したもの。 

（高等学校から高等専門学校に編入学した者及び出願資格②～

⑦の者は，出身高等学校等の成績証明書も併せて提出してくださ

い。） 

(5) TOEICトータルスコ

ア成績申出書 

（様式４） 

TOEIC L&R（公開テスト又はIPテスト）の成績は，令和３年４

月１日以降に受験した試験の公式認定証（写），又は IP テストに

おける個人成績表（写）を添付してください。 

なお，試験当日は公式認定証又は IPテストにおける個人成績表

（原本）を持参してください。 

(6)写 真 票 

（様式５－４） 

出願前３か月以内に撮影した上半身・正面向・無帽・無背景（受

験の際，眼鏡を使用する者は眼鏡をかける）の写真（パスポート

サイズ）を貼り，必要事項を記入したもの。 

(7)受 験 票 

（様式５－４） 
本校所定の用紙に，必要事項を記入したもの。 

(8)検 定 料 
１６，５００円 

（ア）本校所定の用紙に記入の上，振込の手続（手数料は振込人

負担）を行い，振込金証明書を出願書類とともに提出してくだ

さい。 

※ゆうちょ銀行から振り込む場合は，「振込依頼書（兼振替払

出請求書）（お客さま控）」を提出してください。 

（イ）願書受付後の入学検定料は返還しません。ただし，以下の

場合は返還請求できます。 

・検定料を納付したが出願しなかった場合 

・検定料を重複して納付した場合 

※本校では，災害救助法適用地域における災害により検定料免除の

臨時措置の適用を受けられる場合があります。詳細は本校学生課

教務係にお問合せください。 

(9)受験票返信用封筒    
３４４円（速達）分の切手を貼った長形３号（120×235mm）の封

筒を同封してください。 

ただし，入学願書を持参する場合は不要です。 
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(10)宛  名  票 連絡の際に使用するので，正確に記入してください。 

(11)そ  の  他 現に日本国に在住している外国人は，市区町村長の交付する「住

民票の写し」（コピー不可）を提出してください。 

外国人であって日本国の永住許可を得ていない者は「経費支弁

計画書」（様式６）を提出してください。 

注）調査書（様式３）については，本校ウェブページ（https://www.toyota-ct.ac.jp/）， 

トップページ ＞ 入試情報 ＞ 専攻科生募集案内  
から様式（エクセルファイル）をダウンロードし，使用してください。 

 

※ 個人情報の取扱い 

提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・評価と

いった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選抜の資料として利用するとともに，

次の目的のためにも利用します。（②～⑤については，入学者の情報のみ利用します。） 

① 本校及び国立高等専門学校機構の教育制度･入学者選抜制度の改善のための調査･研究 

② 入学後の教育・指導 

③ 入学料，授業料の免除申請の審査 

④ 奨学金申請の審査 

⑤ 本校教育後援会及び同窓会の事務 

 

５．選抜方法 

  入学者の選抜は，調査書，専門に関する論述試験及び面接（専門科目に関する口頭試問を

含む。）の結果を総合して行います。（３ページの選抜基準を参照） 

 

６．学力試験等の日時及び場所   

試験日    令和５年１１月１１日（土） 

 時     間 場      所 

専門に関する論述試験 １０：００～１１：３０ 豊田工業高等専門学校 

豊田市栄生町２丁目１番地 面接 １２：４０～ 

 ※ ９時３０分に学生課事務室前に集合してください。 

なお，午前７時の時点で，「豊田市西部」に暴風警報，大雨特別警報又は暴風特別警

報が発令されている場合は，試験日を翌日の１１月１２日（日）に変更します（時間の

変更はありません）。 

 

７．追試験 

新型コロナウイルス等による感染症に罹患し，本試験を受験することができなかった受験

生は，１１月２５日（土）に追試験を受験することができます。本試験出願者で該当する場

合に詳細をお知らせします。 
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８．合格者発表   令和５年１１月１６日（木）１０時３０分（学生課事務室前） 

  学生課事務室前に掲示後，本校ウェブページに掲載し，全受験者に対して選抜結果通知書

を送付します。 

  なお，電話等による合否の照会には一切応じられません。 

 

９．入学確約書の提出 

  合格通知を受けた者は，「入学確約書」を令和６年１月１０日（水）までに提出してくだ

さい。この期限内に「入学確約書」を提出しない者は，本校に入学の意志がないものとして

取り扱います。 

 

10．出願及び受験上の注意 

(1) 受理した出願書類及び検定料は返還しません。 

(2) 願書受付後は，志望専攻，その他記載事項の変更は認めません。 

(3) 試験当日は，「受験票」を必ず持参してください。 

(4) 試験当日は，TOEIC L&R（公開テスト又は IPテスト）の公式認定証又は IPテストに

おける個人成績表（原本）を持参してください。 

(5) 出願書類提出後，住所又は郵便受取先を変更したときは，直ちに本校学生課教務係に

届け出てください。 

(6) 出願書類に事実と異なる記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すこと

があります。 

(7) 建設工学専攻（建築学プログラム）に関しては，出身学校等での科目・単位修得状況 

によっては，一級建築士若しくは二級建築士の受験資格を取得できないことがあります。 

(8) 昼食は各自持参してください。 

(9) 試験場に時計は設置されていません。 

  

11．入学手続    令和６年３月１５日（金）必着 

  郵送にて入学関係書類を送付しますので，郵送された（３月上旬頃発送予定）入学関係

書類に必要事項等を記入し，郵送にて学生課教務係へ提出してください。（直接持参可）  
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Ⅹ．入学案内 
 

１．沿革 
昭和３８年４月 豊田工業高等専門学校設置 

平成 ６年４月 専攻科設置（電子機械工学専攻，建設工学専攻，情報科学専攻） 

平成１６年４月 独立行政法人国立高等専門学校機構豊田工業高等専門学校となる。 

 

２．専攻科の設置目的 

専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，実践的な研究開発ができる技術者，

創造性に優れた技術者，広い視野をもった人間性豊かな技術者を育てます。工学に関する

より高度な専門的な知識や技術を教授し，創造性豊かで時代に即応できる総合力のある技

術者を育成することを目的とし，修業年限は２年です。 

 

３．専攻名及び入学定員 

  ・電子機械工学専攻  ８名 

  ・建設工学専攻    ８名    

  ・情報科学専攻    ４名 

 

４．各専攻の特色 

（１）電子機械工学専攻 

本科で身に付けた基本能力に加え，社会における技術者の役割と責任を理解するとと

もに実験，開発の背景を自ら調査・整理し，技術的な問題点を明確にした上で目的と方

法を設定し，計画的，継続的に研究できる基礎的な研究開発能力を持つ技術者を育成し

ます。 

また，機械工学分野においては，「材料と構造」，「運動と振動」，「エネルギーと流れ」，

「情報と計測・制御」，「設計と生産・管理」及び「機械とシステム」の分野に基礎的な造

詣を持ち，これらの分野における問題に対して適切な実験を計画し，相応の結果を得る

ことができ，その結果を外部に伝達できるコミュニケーション能力を持った技術者を育

成します。 

電気電子工学分野においては，システムの安定性を考慮した制御法及び電子デバイス

の利用・計測技術，電気・電子回路設計の実践的知識，スキルと安全意識を身に付けると

ともに，整った章立てに従い，分かりやすい日本語文で報告書を作成でき，聴衆に合わ

せた分かりやすい日本語で口頭発表，質疑応答することができ，TOEIC L&R ４５０点相

当以上の英語運用能力を持った技術者を養成します。 

本科４・５学年，専攻科１・２年を対象に，“機械工学プログラム”と“電気・電子シ

ステム工学プログラム”の教育プログラムを設置しています。 

（２）建設工学専攻 

人間が安全で快適に暮らせる社会の確立のために本科で学んだ環境都市工学あるいは

建築学の知識や技術に加え，都市工学，建築学，計画学，環境工学等の学際的な知識や実

践的な技術，さらには，CADを利用したデザイン技術や実験を通した計測技術を修得させ

ます。 

また，教育環境を整備し，専攻科生自らが高度な知識や最先端の技術を修得しようと

する向上心や探求心を育てます。 

特別研究を通して民間との共同研究等へ学生を積極的に参加させて研究開発能力の素
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養を身に付けさせるとともに，社会人に対する倫理観，技術者や研究者総合の協調性を

修得させます。 

さらに，学会やシンポジウム等での口頭発表やコンペティションへ応募できる能力を

備えた技術者を育成します。 

本科４・５学年，専攻科１・２年を対象に，“環境都市工学プログラム”と“建築学プ

ログラム”の教育プログラムを設置しています。 

（３）情報科学専攻 

現実の問題や未知の問題に対して，問題の本質を数理的に捉え，コンピュータシステ

ムを応用した問題解決方法を多角的視野から検討することができる能力を養成します。 

さらに，英語によるコミュニケーション基礎能力をもち，日本語を使った説得力のあ

る口頭発表や筋道を立てて報告書を書くことができるとともに，倫理観をもって社会に

与える影響を正しく認識できる技術者としての能力を育てます。 

本科４・５学年，専攻科１・２年を対象に，“情報科学”教育プログラムを設置してい

ます。 

 

５．専攻科修了生の進路先 
専攻科修了生の進路先については，本校ウェブページにおいて公表しています。 

就職先・進学先 

トップページ ＞ 受験生の方 ＞ 就職・進学  

   

６．教育課程  

授業科目及び講義概要については，本校ウェブページにおいて公表しています。 

トップページ ＞ 在校生の方 ＞ シラバス  

 

７．修了要件 

(1) 授業科目のうちから計62単位以上を修得すること。 

(2) 各科が定める日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）認定の教育プログラムに定める

「科目の修得及び履修に関する要件」を満たすこと。 

 

８．学士（工学）の学位の取得方法 

  本校専攻科は学士の学位授与に係る特例の適用認定を受けた認定専攻科であるため，専攻

科修了と所定の手続により，修了時に学士（工学）の学位を取得することができます。 

  ただし，この特例の認定は，本校準学士課程を卒業し，本校専攻科を修了することを前提

としているため，それ以外の場合は入学後に特例認定の適用が受けられるかを確認する必要

があります。確認の結果によっては，専攻科修了要件を満たしても，特例認定の対象になら

ず通常の学位申請になる場合があります。 

（参考） 

・大学改革支援・学位授与機構の令和５年度学位審査手数料は，３２，０００円です。 

 

９．授業料等学納金 

(1) 入学料      ８４，６００円 

(2) 授業料 前期分 １１７，３００円（年額 ２３４，６００円） 

注）在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。 
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10．入学料免除 

学資を主として負担している者が入学前１年以内に死亡した場合，又は風水害を受けた場

合など特別の事情により入学料の納入が著しく困難と認められる者に対し，選考の上，入学

料の全額若しくは半額を免除することがあります。 

 

11．入学料の徴収猶予 

経済的理由により納入期限までに納入が困難であり，かつ学業優秀と認められる者，学資

負担者が，入学前１年以内において死亡し，納入期限までに納入が困難であると認められる

者及び入学する者若しくは学資負担者が，入学前１年以内において風水害等の災害を受け，

納入期限までに納入が困難であると認められる者に対しては，入学料の徴収を猶予すること

があります。 

 
12．高等教育の修学支援新制度 

  修学支援新制度により，経済状況及び学力（成績・学習意欲等）の条件に合う方を対象と

し，給付奨学金の支給と授業料の減免を併せた支援を行います。 

 
13. 日本学生支援機構貸与型奨学金制度・その他奨学金等 

  (1)  独立行政法人日本学生支援機構の規定に基づき，人物・学業ともに優秀かつ健康で

あって学資の支払いが困難と認められる者に対しては，選考の上，次の奨学金が貸与

されます。 

 

ア．第一種（無利子） 

区   分 貸 与 月 額 

自宅通学 ４５，０００円 

自宅外通学 ４０，０００円 ５１，０００円 

自宅・自宅外共通 ２０，０００円 ３０，０００円 

         

イ．第二種（有利子） 

専攻科生に対して貸与され，貸与月額は２万円から１２万円の中から選択するこ

とができます。 

 

(2) その他，地方公共団体・民間団体の育英事業や会社等の奨学制度があります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

出 願 様 式 等 
 

 

 

 

 

 



※

　  ↑①～④のいずれかを○印で囲んでください。

年 月 日生

学科

年 月

〒 電話番号（　　　　　　）　　　　　－

〒 電話番号（　　　　　　）　　　　　－

〒 電話番号（　　　　　　）　　　　　－

※印欄は，記入しないでください。
学歴・卒業後の職歴欄は，高等学校又は高等専門学校入学から記入してください。
＊印欄は，企業等に在職のまま出願する者のみ記入してください。

専攻内に複数の技術者教育プログラム（ＪＡＢＥＥ認定）がある
場合は，下欄に志望するプログラム名を記入すること。
ただし，情報科学専攻は記入不要。

選抜区分

推薦

学力

専　攻
志望プロ

グラム

 ③後期

社会人  ④社会人特別

志望専攻

受験番号

令和６年度　豊田工業高等専門学校専攻科入学願書

↑記入不要（本校で記入します。）

 ①推薦

 ②前期

　　　年　　　月

　　　年　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      入学

　　　年　　　月

←いずれかを○で囲むこと

昭和
平成
令和

　　　年　　　月

昭和
平成
令和

　　　年　　　月

卒業見込 ・ 卒業
昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

＊
勤
務
先

ふりがな

卒業年月

連絡先

名称・所属

現住所

所在地

学歴・卒業
後の職歴

志
　
 
　
 

願
　
 
 
　
者

氏 名

ふ り が な

（様式１）

専攻内に複数の技術者教育プログラム（ＪＡＢＥＥ認定）がある場合は，プログラムごとに合否判定しますので，
情報科学専攻以外の専攻を志望する場合は，必ず志望プログラム名を記入してください。

高等専門学校

短期大学

専修学校

男 ・ 女 ←いずれかを○で囲むこと

出願資格

生年月日
昭和
平成

姓 名

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

昭和
平成
令和

　　　年　　　月



受験者氏名

卒業研究題目

　　　　　　　　　　　　　　　（卒業研究指導教員氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

卒業研究概要

（社会人特別
 選抜受験者
 は，社会経験
 を踏まえた志
 望理由の記入
 も可）

卒　業　研　究　概　要
(社会経験を踏まえた志望理由)



（様式３）

※印欄は，記入しないでください。

氏　　　名

在

学

中

の

状

況

出身学校
・

学  科  名

高等専門学校

短期大学・専修学校

３年

１年

２年

（人物・課外活動・生活態度等を記入してください。）
（推薦選抜の場合は記入不要）（推薦選抜の場合は記入不要）

　　　　　　　人中　　　　位

　　　　　　　人中　　　　位

　　　　　　　人中　　　　位

本様式（様式３）については，本校ウェブページ から様式（エクセルファイル）をダウンロードし，使用して
ください。

学

科

内

席

次
５年

４年

　　　　　年　　　　　月　　入学・編入学・転入学

卒業
卒業見込

昭和
平成
令和

　　　　上記のとおり相違ないことを証明します。

　　　　　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学 　校 　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　 長 　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　人中　　　　位

　　　　　　　人中　　　　位

昭和
平成

男　　　・　　　女

　　年　　　　月　　　　日生

　　　　　年　　　　　月性　　　別

昭和
平成

志望専攻

　※

豊田工業高等専門学校専攻科

調　　査　　書

生年月日

受験番号

ふ り が な

学科

志望プログラム

令和６年度



・この宛名票は，本校より受験者宛てに通知する場合に使用するので，

  番地まで楷書で正確に記入してください。

　
・必ず４枚とも記入してください。

・※印欄は，記入しないでください。

　

殿

※受験番号

殿

※受験番号

宛 名 票

殿

※受験番号

殿

※受験番号



印 

（様式２） 

 

       推  薦  書 

令和  年  月  日 

豊田工業高等専門学校長 殿 

学 校 名                                

校 長 名                   

 下記の者は，学業成績，人物ともに優れており，貴校専攻科推薦入学にふさわしい者と認め，

推薦いたします。 

志望専攻                    

志望プログラム                 

志望者氏名                   
昭和 

生 年 月 日 平成    年    月    日 生  
 

 

 

 

 

受験番号 ※ 

学 
 
 

業 

 一般科目： 優 良 可  専門科目： 優 良 可 （○印で明示してください。） 

特記事項： 

人 
 
 

物 

○能力（Ａ，Ｂ，Ｃで評価してください。） 

創造力：    理解力：    直感力：    計画性：    

○性格，行動（Ａ，Ｂ，Ｃで評価してください。） 

自主性：    協調性：    指導力：    向上心：    

持続性：    好奇心：     

課

外

活

動 

クラブ名：          参加状況 Ａ・Ｂ・Ｃ（○印で明示してください。） 

特記事項： 

生

活

態

度 

○特技：                ○趣味： 

特記事項： 

記載責任者 職 名  氏 名 印 

※印欄は，記入しないでください。 
学業欄の評価は，上位から概ねそれぞれ１/３ずつ優・良・可と表示してください。 
人物欄の評価は，Ａ：すぐれている，Ｂ：普通，Ｃ：やや劣る，という基準で行ってください。 
本様式（様式２）については，本校ウェブページから様式（ワードファイル）をダウンロードし，使用してください。 



（様式４） 
 

受験番号 ※ 

 

TOEIC トータルスコア成績申出書 

 
                      令和   年   月   日 

 

豊田工業高等専門学校長 殿 

 

志 望 専 攻                 

 

志望プログラム                 

 

氏     名                 

 

 

令和３年４月１日以降に受験した TOEIC L&R（公開テスト又は IP テスト）のトータ

ルスコアについて，関係書類を添えて申し出ます。 

 

記 

 

試験の種類 １．公開テスト    ２．IP テスト  （○で囲む） 

試  験  日 令和     年    月    日 

トータルスコア                         点 

 
※印欄は，記入しないでください。 

 公開テストにおける「公式認定証」，又は IP テストにおける「個人成績表」の写しを 
１部添付してください。 
 なお，試験当日は，公式認定証又は IP テストにおける個人成績表（原本）を持参してく

ださい。 



（様式５－１）

　(パスポートサイズ)で，裏面

　

令和６年度 令和６年度

豊田工業高等専門学校専攻科 豊田工業高等専門学校専攻科

写 真 票 （推薦選抜） 受 験 票 （推薦選抜）

受験番号
※

受験番号
※

志望専攻 専攻 志望専攻 専攻

志　　　望
プログラム

志　　　望
プログラム

ふりがな 男
・
女

ふりがな 男
・
女

氏　　　名 氏　　　名

生年月日
昭和
平成 　　　年　　　月　　　日生　　

写 真 欄
学力試験等の日時及び場所

（令和５年　　　月撮影）

月　日 時　　　間

　出願前３か月以内に撮影

６月３日
（土）

面　接 １０時　～

　したもので，上半身，正面

　向，無帽，無背景の写真

　に氏名を記入し，全面のり

※印欄は，記入しないでください。 ※印欄は，記入しないでください。

　づけしてください。

場　所
豊田工業高等専門学校

（豊田市栄生町2丁目1番地）

(注） 裏面の「受験上の注意」をよく読んで
　　　おいてください。

き

り

と

り

線

き り と り 線

き

り

は

な

さ

な

い

こ

と



　

　 　

　　　　　　　受験上の注意

　１．試験場では，この受験票を必ず机上に
　　置いてください。

　２．当日は9時30分に学生課事務室前に
    集合し，係員の指示に従ってください。

　３．遅刻者は，試験本部の指示を受けて
　　 ください。ただし，試験開始時刻を経過
　　 した後に試験室に到着した者について
　　 は，受験を許可しません。



（様式５－２）

　(パスポートサイズ)で，裏面

　

※印欄は，記入しないでください。 ※印欄は，記入しないでください。

　に氏名を記入し，全面のり

場　所
豊田工業高等専門学校

（豊田市栄生町2丁目1番地）
　づけしてください。

(注） 裏面の「受験上の注意」をよく読んで
　　　おいてください。

６月３日
（土）

数　学 10時00分～11時30分

　出願前３か月以内に撮影
専門科目 12時40分～14時40分

　したもので，上半身，正面

　向，無帽，無背景の写真
面　接 15時10分～

生年月日
昭和
平成 　　　年　　　月　　　日生　　

学力試験等の日時及び場所
写 真 欄

月　日 科目等 時　　　間（令和５年　　　月撮影）

志　　　望
プログラム

志　　　望
プログラム

ふりがな 男
・
女

ふりがな 男
・
女氏　　　名 氏　　　名

受験番号
※

受験番号
※

志望専攻 専攻 志望専攻 専攻

令和６年度 令和６年度

豊田工業高等専門学校専攻科 豊田工業高等専門学校専攻科

写 真 票 （学力選抜〔前期〕） 受 験 票 （学力選抜〔前期〕）

き

り

と

り

線

き り と り 線

き

り

は

な

さ

な

い

こ

と



　 　

　　　　　　　受験上の注意

　１．試験場では，この受験票を必ず机上
　　に置いてください。

　２．当日は9時30分に学生課事務室前に
　　集合し，係員の指示に従ってください。
　
　３．遅刻者は試験本部の指示を受けてくだ
　　さい。ただし，試験開始時刻から20分
　　を経過した後に試験室に到着した者に
　　ついては，受験を許可しません。

　４．試験場では，受験票，筆記用具，時計
　　（時計機能のみの時計）以外は，
　　机上に置いてはいけません。
　　ただし，専門科目については，ルート
　　及び四則計算のみの電卓使用を可と
　　します。

　５．携帯電話等の電源は必ず切っておい
　　てください。

　６．受験中，気分が悪くなった者は，手を
　　挙げて監督者の指示を受けてください。

　７．受験中，不正行為があると認められた
　　ときは，直ちに退場を命じ，以後の受験
　　は認めません。

　８．弁当を持参してください。

　９．試験場に時計は設置されていません。



（様式５－３）

　(パスポートサイズ)で，裏面

　

※印欄は，記入しないでください。 ※印欄は，記入しないでください。

　に氏名を記入し，全面のり

場　所
豊田工業高等専門学校

（豊田市栄生町2丁目1番地）
　づけしてください。

(注） 裏面の「受験上の注意」をよく読んで
　　　おいてください。

11月11日
（土）

数　学 10時00分～11時30分

　出願前３か月以内に撮影
専門科目 12時40分～14時40分

　したもので，上半身，正面

　向，無帽，無背景の写真
面　接 15時10分～

生年月日
昭和
平成 　　　年　　　月　　　日生　　

学力試験等の日時及び場所
写 真 欄

月　日 科目等 時　　　間（令和５年　　　月撮影）

志　　　望
プログラム

志　　　望
プログラム

ふりがな 男
・
女

ふりがな 男
・
女氏　　　名 氏　　　名

受験番号
※

受験番号
※

志望専攻 専攻 志望専攻 専攻

令和６年度 令和６年度

豊田工業高等専門学校専攻科 豊田工業高等専門学校専攻科

写 真 票 （学力選抜〔後期〕） 受 験 票 （学力選抜〔後期〕）

き

り

と

り

線

き り と り 線

き

り

は

な

さ

な

い

こ

と



　 　

　　　　　　　受験上の注意

　１．試験場では，この受験票を必ず机上
　　に置いてください。

　２．当日は9時30分に学生課事務室前に
　　集合し，係員の指示に従ってください。
　
　３．遅刻者は試験本部の指示を受けてくだ
　　さい。

　４．試験場では，受験票，筆記用具，時計
　　　（時計機能のみの時計）以外は，
　　机上に置いてはいけません。
　　ただし，専門科目については，ルート
　　及び四則計算のみの電卓使用を可と
　　します。

　５．携帯電話等の電源は必ず切っておい
　　てください。

　６．受験中，気分が悪くなった者は，手を
　　挙げて監督者の指示を受けてください。

　７．受験中，不正行為があると認められた
　　ときは，直ちに退場を命じ，以後の受験
　　は認めません。

　８．弁当を持参してください。

　９．試験場に時計は設置されていません。



（様式５－４）

　(パスポートサイズ)で，裏面

　

※印欄は，記入しないでください。 ※印欄は，記入しないでください。

　に氏名を記入し，全面のり

場　所
豊田工業高等専門学校

（豊田市栄生町2丁目1番地）
　づけしてください。

(注） 裏面の「受験上の注意」をよく読んで
　　　おいてください。

11月11日
（土）

専門に関
する論述
試　　 験

10時00分～11時30分
　出願前３か月以内に撮影

　したもので，上半身，正面

　向，無帽，無背景の写真
面　接 12時40分　～

生年月日
昭和
平成 　　　年　　　月　　　日生　　

学力試験等の日時及び場所
写 真 欄

月　日 科目等 時　　　間（令和５年　　　月撮影）

志　　　望
プログラム

志　　　望
プログラム

ふりがな 男
・
女

ふりがな 男
・
女氏　　　名 氏　　　名

受験番号
※

受験番号
※

志望専攻 専攻 志望専攻 専攻

令和６年度 令和６年度

豊田工業高等専門学校専攻科 豊田工業高等専門学校専攻科

写 真 票 （社会人特別選抜） 受 験 票 （社会人特別選抜）

き

り

と

り

線

き り と り 線

き

り

は

な

さ

な

い

こ

と



　 　

　　　　　　　受験上の注意

　１．試験場では，この受験票を必ず机上
　　に置いてください。

　２．当日は9時30分に学生課事務室前に
　　集合し，係員の指示に従ってください。
　
　３．遅刻者は試験本部の指示を受けてくだ
　　さい。ただし，試験開始時刻から20分
　　を経過した後に試験室に到着した者に
　　ついては，受験を許可しません。

　４．試験場では，受験票，筆記用具，時計
　　（時計機能のみの時計）
　　以外は，机上に置いてはいけません。
　
　５．携帯電話等の電源は必ず切っておい
　　てください。

　６．受験中，気分が悪くなった者は，手を
　　挙げて監督者の指示を受けてください。

　７．受験中，不正行為があると認められた
　　ときは，直ちに退場を命じ，以後の受験
　　は認めません。

　８．弁当を持参してください。

　９．試験場に時計は設置されていません。



（様式６）

豊田工業高等専門学校留学に要する経費の支弁方法について，記入してください。

志願者氏名

国　　籍 性　　別

１．日本滞在中の学費及び生活費の支弁方法
該当する番号を選択してください。

□２．仕送り

金額（年額・月額） 受給期間 受給状況（いずれかに○）

　　年～　　　年

金額（年額・月額） 受給期間 受給状況（いずれかに○）

　　年～　　　年

□４．その他

２．「２．仕送り」を選んだ場合は記入

負担者連絡先

住所(〒番号を含めること）：

日付：

署名（自署）：

その他
（自由記載）

　　　□　日本語

　　　□　英語

　　　□　母国語

学費：半年ごと・年間 （期間に○をつける） 学費の支弁方法(送金・振込等具体的に）

生活費：月額 生活費の支弁方法（送金・振込等具体的に）

円

円

経費支弁内容

負担者の
確認・署名

私は，当志願者が豊田工業高等専門学校留学をするにあたっての，経費支弁者となりましたので，以下のとお
り経費支弁することを証明します。
また，当志願者が在留期間許可申請を行う場合等には，送金証明書や本人名義の預貯金通帳（送金事実，経
費支弁事実が記載されたもの）の写し等，経費の支弁事実を明らかにする書類を提出します。

連絡可能言語
（複数選択可）

申請中・認定済・受給中

申請中・認定済・受給中

以下に記入してください。

円

円

支給団体名

支給団体名
□３．奨学金

Email（あれば）

電話番号
（国コードから）

経 費 支 弁 計 画 書

負担者氏名 志願者との関係

□１．自己負担（自分の預貯金から負担する）
※預金残高がわかるものを別途添付してください。
　　（例：通帳の最終ページ）

□男　　　　　　□女



※ この様式ではゆうちょ銀行からの
振込はできません。

４８５６７８９

［志願者のみなさんへ］
ＡＴＭ（現金自動預払機）による
振込はしないでください。

高専機構本部
コウ　セン　　キ　 コウ　ホン　 ブ

kyoumu1
テキストボックス
(令和６年度入学者用)


kyoumu1
テキストボックス
(令和６年度入学者用)


kyoumu1
テキストボックス
(令和６年度入学者用)


kyoumu1
テキストボックス
豊田工業高等専門学校検定料

kyoumu1
テキストボックス
豊田工業高等専門学校検定料

kyoumu1
テキストボックス
豊田工業高等専門学校検定料

kyoumu1
テキストボックス
三菱UFJ銀行


kyoumu1
テキスト ボックス
令和


kyoumu1
テキスト ボックス
令和


kyoumu1
テキスト ボックス
令和


kyoumu1
テキスト ボックス



kyoumu1
テキスト ボックス
専攻


kyoumu1
テキスト ボックス
専　攻


kyoumu1
テキスト ボックス
専　攻




検定料を郵便局（ゆうちょ銀行）から振り込む場合の注意点  

  
  検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことができますが，以下の条件を満たす

必要がありますので，ご注意ください。  
  
１） ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で，現金による振込はでき

ません。ご利用の際は，『通帳とお届け印』又は『キャッシュカード』が必要です。  
  
２） ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼書を使用

することはできません。窓口で「ゆうちょ銀行専用の振込依頼書」を受け取り，記入い

ただく必要があります。  
  
３） 振込後は「振込依頼書（兼振替払出請求書）（お客さま控）」を受領してください。  
  
※ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（サンプル） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

※振込依頼書（兼振替払出請求書）（お客さま控）  

（サンプル）                   

 

    

振

込

先 

三菱ＵＦＪ銀行  

豊田支店 

普通預金 ４８５６７８９ 

受 

取 

人 

ﾄﾞｸﾘﾂｷﾞﾖｳｾｲﾎｳｼﾞﾝ 

独立行政法人 

ｺｸﾘﾂｺｳﾄｳｾﾝﾓﾝｶﾞﾂｺｳｷｺｳﾎﾝﾌﾞ 

国立高等専門学校機構本部 

ｽｲﾄｳﾒｲﾚｲﾔｸ  

出納命令役 

ｼﾞﾑｷﾖｸﾁﾖｳ ｼﾐｽﾞﾉﾘﾋｺ 

事務局長 清水 宣彦 

振込額 ￥１６，５００ 





交通アクセス

20

25

35

25

20

25

25

分

分

分

分

分分

分

分

分

分

分 分

分 分

分分

分 分

分

分分

分分

分

分

※数字はおおよその所要時間です。
乗り換え時間は含みません。

https://www.toyota-ct.ac.jp

分


